
もドンド さい、道のためよろこんで御依頼に應しま

に良い件養譜が御入用ではありませんか。
|く て御困りではありませんか 或曲を二部

ませんか。……・ そんなアレンデセ責

任をもつて 引受け致 します。

|で 指導する・……適切日本一の成

ですか、温厚しんせつ學識経験豊富の

しか も熱心に御指導下され、客員方 もそろ

これは金 (獅本人様の御勉張を御 タ する意味ですc

:、 書いて
'`熾

リ

3、

まづい俸券 を

撃番唱歌の曲

下 さつた旋律 (′・ デイニ)に よい件奏識 を附けて上げます

改作 して上げます

を二部三都尊重雷噴歌曲に、そ して相麒 しぃ件奏諮附に編自 し

て上:げ ます

4。 男女滉犀四都合唱出を女準のみ、男準のみの単辞二部二部合唱曲倅奏譜附に

網出 して上げ ます

5、 御作曲や檸舞を責任をもつて添制 して上げ ます

6、 文部省機定、東京脅熱學校入學受験指導 も費 します

71作歌作菫の依饉
'C應
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8、 毎年休暇に直接藤を交へての懇談的研究需脅會を開 をます(詳細照會)

申 込 所  静岡市東幣匠町九― 成 彙 會 原 団 彦 四 郎

瞼●■■‐入一ヽ 三●

彙和 群 作 曲 研 究 會 帝査套琵

●和聾作曲夏季講誓會會員募集
(詳細斌鐘郵射

昭和七年八月二 日より十日迄、九
日間‐一 毎̈ 日六時間 全 くの初歩
より精 々自信のつ くまで、懇切膝
を交へての研究會です。少級の熱
心家 を欧迎波 します。
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回費用の点は出来う■限り御便堂を国ります。曲にもよ,■ すから衛示しのとき御相

談致しませう。御遠慮なく御申附け下さ7ヽ ませ。世はすで,C和 野作曲時代です。
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